
一般会計要求額 １３７，８３０百万円 

（対前年度予算 ＋４．３％） 

 

 

「元気発進！北九州」プランや各分野別計画の着実な推進を図るため、保健福祉局の目標を

「すべての市民が健やかで心豊かに生活し、いきいきと活躍できる“参画”と“共生”のま

ちづくり」とし、その実現に向けて以下の5項目を重点的に取り組みます。 

１ 健康の維持・向上 
◇（仮称）健康づくり応援店事業             １５百万円［総合保健福祉センター管理課］ 

◎健康づくり活動推進事業                 ３百万円［健康推進課］ 

◎（仮）いのちとこころの支援事業            ３１百万円［精神保健福祉センター］ 

◎次期食育推進計画策定事業                ４百万円［健康推進課］ など 

２ 高齢者施策の推進 
◇（仮称）介護の職場イメージアップ・環境改善チャレンジ応援事業       ４４百万円［介護保険課］ 

○介護支援ボランティア事業               １９百万円［介護保険課］ 

○認知症対策普及・相談・支援事業            １０百万円［高齢者支援課］ 

○認知症高齢者等安全確保事業              １０百万円［高齢者支援課］ など 

３ 障害者施策の推進 
◇障害者就労支援強化事業                ６０百万円［障害福祉課］ 

○障害者相談支援事業                 １４４百万円［障害福祉課］ 

○発達障害者総合支援事業                ５１百万円［障害福祉課］ 

○総合療育センター再整備事業              ７６百万円［障害福祉課］ など 

４ 地域における見守り・支え合いのネットワークづくり 
◇地域協働による買い物支援モデル事業          １２百万円［総務課］ 

○民生委員活動支援事業                １６３百万円［いのちをつなぐネットワーク推進課］ 

○生活保護受給者に対する自立支援事業         １５９百万円［保護課］ 

 いのちをつなぐネットワーク事業            １３百万円［いのちをつなぐネットワーク推進課］など 

５ 地域を支える医療・衛生管理体制の充実 
◇（仮称）北九州市医療・介護ひまわりネットワーク推進事業       １９百万円［保健医療課］ 

○第 2夜間休日急患センター運営費          ５８５百万円［保健医療課］ 

◎食肉センター老朽化対策               １８１百万円［食肉センター］ 

◎斎場の老朽化対策                  １７８百万円［生活衛生課］ など 

【※ ◎は新規事業、○は拡充事業、◇はチャレンジ枠】

 
１ 健康の維持・向上 
すべての世代が地域のつながりの中で、健やかで心豊かに生活できるよう、平成25年度からの「（仮称）北九

州市健康づくり推進プラン」に基づいて、市民の自律的・主体的な健康づくり活動を支援します。 

２ 高齢者施策の推進 
高齢者が生きがいを持ち、地域の担い手として活躍できる環境づくりを進めるとともに、認知症や介護が必要な

状態になっても、住み慣れた地域で安心して生活できるよう、介護を支える「人づくり」とサービスの拡充に取り

組みます。 

３ 障害者施策の推進 
障害があっても、その人らしく生活できる社会の実現に向けて、生涯を通じ一貫した相談支援体制の強化や市立

障害福祉施設の再整備を図るとともに、雇用・就業機会の拡大など、自立に向けた意欲を支える環境づくりを推進

します。 

４ 地域における見守り・支え合いのネットワークづくり 
地域社会が一体となった見守り・支え合いのネットワークづくりに取り組み、身近なところで生活に必要な機能

の備わったコミュニティの維持を目指します。 

また、生活を支える最後のセーフティネットとして、適正な生活保護を実施するとともに、実効性のある自立支

援に取り組みます。 

５ 地域を支える医療・衛生管理体制の充実 
市民の健康と安全を守り、住み慣れた地域で安心して生活できるよう、多職種連携による在宅医療の支援や、夜

間休日初期救急医療など、質の高い地域医療の提供に取り組む。あわせて食の安全の確保や感染症対策などに取り

組みます。 

人権の約束事運動 

マスコットキャラクター 

モモマルくん 



 

 

 
 

 

第 2 夜間・休日急患センター運営費 

 

平成 25年度にコムシティ内に移転開設す

る第２夜間・休日急患センターの運営を行いま

す。 

＜第２夜間・休日急患センターの移転について＞  

・ 平成２５年度に市立八幡病院からコムシテ

ィ地下１階に移転します。 

・ 診療科は内科・外科・整形外科です。 

・ 小児科は引き続き市立八幡病院で診療します。  

 

障害者就労支援強化事業 

 

障害者の雇用人数アップと定着支援の充

実を図るため、障害者就労支援センターの

体制強化や研修等を行います。 

 

  ◆国民健康保険特別会計（予算要求額 １２０，７７０百万円） 
    被用者保険等に加入しない市民の方全員が被保険者となる医療保険制度で、診療や出産に係る保険給付や、特定

健診・特定保健指導等、被保険者の健康保持のため諸施策を行います。 

   （単価及び諸係数が国から示されていないため、国の内示後に変更予定） 
 

  ◆介護保険特別会計（予算要求額    ８２，６４２百万円） 
    介護サービスの適正な保険給付を行うとともに、サービス事業者への研修など、サービスの質の向上に向けた取

り組みを行います。また、引き続き介護予防事業の実施や高齢者の総合相談窓口である「地域包括支援センター」

を運営します。 
 

  ◆後期高齢者医療特別会計（予算要求額 １４，２４９百万円） 
    主に７５歳以上の方が被保険者となる医療保険制度で、運営主体である「福岡県後期高齢者医療広域連合」が、

被保険者の資格認定や医療等の給付、保険料の決定などの業務を行い、北九州市は、市民からの各種申請や届出の

受付、保険料の徴収など市民に身近な業務を行います。 

（福岡県後期高齢者医療広域連合に対する納付金について、同広域連合から額の提示があった後に変更予定） 

認知症高齢者等安全確保事業 

 

認知症による徘徊行動を行う高齢者等の

安全確保のため、ＧＰＳを活用した位置探索

システムの普及や、行方不明高齢者の早期発

見のための徘徊探索模擬訓練のモデル実施

など「徘徊高齢者等ＳＯＳネットワークシス

テム」の充実を図ります。 

   

（仮）いのちとこころの支援事業 

 

自殺対策の強化を目的に、新たに「(仮)いの

ちとこころの支援センター」を設置し、専門相

談支援チームによる相談･支援等に取り組みま

す。 
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連 携
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